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平成 28 年度予算を可決



 　

昨
年
、
選
挙
権
の
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
早
い
時
期
か
ら
身
近
な
地

方
自
治
や
民
意
の
集
約
の
仕
組
み
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
２
月
８
日
、
議
長
・

副
議
長
の
選
挙
な
ど
を
取
り
入
れ
た
子
ど
も
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
２
月
４
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
お
い
て

は
、
仮
の
議
案
「
子
ど
も
の
挨
拶
条
例
案
」
の

議
会
へ
の
提
出
と
可
決
に
至
る
過
程
を
模
擬
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
ル
ー
ル
は
一
般
の
選
挙
に
つ
な
が

る
の
で
、
議
長
・
副
議
長
選
挙
か
ら
始
ま
る
一

連
の
議
会
の
流
れ
の
体
験
に
よ
り
、自
治
意
識
、

当
事
者
意
識
の
芽
を
育
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
は
、
子
ど
も
の
視
点
か
ら
の
質

問
や
日
頃
の
疑
問
な
ど
が
町
長
に
向
け
ら
れ
ま

し
た
。

    

２
月
８
日
午
前
10
時
、

14
人
の
子
ど
も
議
員
の
中
で

誕
生
日
が
一
番
早
い
博
多
屋

心こ
こ
ろさ

ん
が
仮
議
長
と
な
っ

て
議
長
席
に
座
り
ま
し
た
。

　
「
只
今
よ
り
議
長
及
び
副

議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。」

　

議
長
の
宣
言
と
説
明
に
従

い
、
開
票
立
会
人
の
指
名
の

あ
と
、投
票
箱
を
あ
ら
た
め
、

投
票
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

全
員
が
投
票
し
た
の
を
確

認
し
、
立
会
人
の
も
と
で
、

開
票
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の

結
果
、
遠
山
彩あ

や
か香

さ
ん
が
議

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

仮
議
長
と
交
代
し
、
議
長

席
に
着
い
た
遠
山
議
長
は
、

「
副
議
長
選
挙
は
指
名
推
選

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
ご

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
と

全
員
に
は
か
り
、
伊
藤
麻ま

り莉

奈な

さ
ん
を
副
議
長
に
指
名
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
議
会
の
態
勢
は

整
い
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
よ
り
一
般
質
問
を

行
い
ま
す
。
質
問
の
通
告
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
順
次
発

言
を
許
し
ま
す
。
一
番
伊
藤

麻
莉
奈
議
員
」

　

伊
藤
議
員
は
中
央
の
質
問

席
に
立
ち
、「
金
曜
日
の
夕

方
に
小
値
賀
か
ら
佐
世
保
に

向
か
う
九
州
商
船
の
フ
ェ

リ
ー
を
運
航
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
か
。」
と
西
町
長
に

質
問
し
ま
し
た
。

　

２
番
目
の
北
野
唯ゆ

い
な奈

議
員

は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
に

つ
い
て
」、
川
本
健け

ん
と斗

議
員

は
「
ご
み
箱
の
設
置
に
つ
い

て
」、橋
本
龍た

つ
き輝

議
員
は
「
空

き
家
利
用
に
つ
い
て
」、
橋

本
望の

ぞ
み美

議
員
は
、「
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
設
置
と
修
理
に
つ

い
て
」、
古
田
憂ゆ

う
や也

議
員
は
、

「
駐
車
場
に
つ
い
て
」、
松
田

ゆ
ず
は
議
員
は
、「
公
園
の

整
備
に
つ
い
て
」、
そ
れ
ぞ

れ
町
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、議
長
を
交
代
し
、

伊
藤
麻
莉
奈
副
議
長
が
議
長

席
に
着
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
﨑
元
愛ま

こ
と琴

議
員

は
、「
横
断
歩
道
の
白
線
の

引
き
直
し
な
ど
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
」、
出
口
聡
士
議

員
は
、「
海
水
浴
場
の
整
備

と
案
内
板
に
つ
い
て
」、
西

茉ま

り

こ
璃
子
議
員
は
、「
交
通
安

全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、

博
多
屋
心

こ
こ
ろ

議
員
は
、「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
収
集
回

数
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い

て
」、遠
山
彩
香
議
員
は
「
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
に
つ
い

て
」、川
原
千ち

ひ
ろ尋

議
員
は
「
海

を
利
用
し
た
新
し
い
観
光
に

つ
い
て
」、
最
後
は
、
門
脇

衣い
ず
み純

議
員
で
、「
小
値
賀
の

街
灯
と
歩
道
に
つ
い
て
」
質

問
し
ま
し
た
。

　

西
町
長
も
そ
れ
ぞ
れ
の
質

問
に
対
し
て
丁
寧
に
答
弁
し

て
い
ま
し
た
。

　

横
断
歩
道
の
白
線
の
引
き

直
し
な
ど
、
そ
の
中
の
い
く

つ
か
は
、
具
体
的
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
議
会
の
議

事
録
は
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

本会議場での議長選挙の投票

小値賀町議会だより 95 号（２）小値賀町議会だより 95 号（３）

将来的に主権者としての意識や政治参加への芽を育て、ひいて

は民主主義の発展に寄与することを目的に開催しております

議員席に着く子どもたち

育て自治意識
恒例の子ども議会開催



―子ども議会の感想から―

小値賀町議会だより 95 号（４）小値賀町議会だより 95 号（5）

【門脇衣
い ず み

純】

　議場に入る

と、たくさんの

課長さんたちが

いたので、とて

も緊張しました。自分の思

いを町長さんにお尋ねでき

たので、ホッとしました。

【伊藤麻
ま り な

莉奈】

　私は、子ども議

会を経験して、議

会の大変さが分か

りました。初めて議長を経

験して、その大変さが分か

りました。難しかったけれ

ど、とても上手にまとめら

れたのでよかったです。

【遠山彩
あ や か

香】

   　私は、初めて子

ども議会をして、

町長さんや各課長

さん達はすごいな

あと思いました。私達の事を

よく考えてくださっているな

あと思いました。

【﨑元愛
ま こ と

琴】

   私達が知らな

いところでいろ

んな意見を出し

合って、良い小

値賀にしていくんだなと思い

ました。学級での話し合いと

は、ずい分ちがっていました。

【古田憂
ゆ う や

也】　
　小値賀の良いと

ころや悪いところ

が見つけられて、

良かったと思いま

した。これからは

他の事についても見つけてみ

たいなあと思いました。とて

も良い経験ができたので良

かったです。

【川原千
ち ひ ろ

尋】

　子ども議会を通

して、議会の仕組

みがよく分かりま

した。議会は、町民の意見

をよく聞き、それにあった

話し合いをしていることが

分かりました。

【川本健
け ん と

斗】

　小値賀の議会の

やり方や議会の大

切さを学び、良い

経験になりました。いろいろ

な事が、議会で決められてい

たので、とてもびっくりしま

した。この子ども議会で、自

分の質問を町長さんに聞け

て、とても良い勉強になりま

した。

【西　茉
ま り こ

璃子】　

　議員の方々

は、小値賀の

事をしっかり

考 え て く だ

さっているん

だなと感じました。私は、

小値賀にはこういうことが

必要などと考えながら、生

活していきたいです。

【博多屋　心
こころ

】　
　子ども議会を

通して、社会の

教科書では学習

しない、議会の

ことを、たくさん知る事がで

きました。実際にやってみて、

議員さんたちの大変さを感じ

ました。

【橋本望
の ぞ み

美】　
　議場で話し合

うのは初めてで、

議 会 な ど に は

あまり興味はな

かったけど、体験してみて大

変さなどを知ることができて

良かったです。そして、議会

に興味を持ちました。

【松田ゆずは】　

　小値賀町の今

まで知らなかっ

た取り組みなど

を知る事ができました。町長

さんに質問するのは、少し緊

張しましたが、この経験を活

かし、これから政治について

考えていきたいと思います。

【橋本龍
た つ き

輝】　
　ぼくは、議会で

決めたことが小値

賀を支え、一つの

質問に、いろいろ

と話し合い、決めていること

が分かりました。一つ何かを

決めるのに、いろんな事を話

し合っているのですね。

【出口聡
さ と し

士】　

　議長さんのお

話で、国の法律

の決め方や種類

を知って、とてもびっくりし

ました。町長さんへの質問を

するときは、緊張して足がふ

るえていました。いろいろな

今の政治の仕組みがよく分か

りました。

【北野唯
ゆ い な

奈】

　小値賀の長所、

短所を知ることが

できて、とっても

良い経験になりました。議会

は、とっても緊張しました。

でも、町長さんの思いを聞く

ことができたのでよかったで

す。また、やってみたいです。

リハーサルの時に議案審
議 の 体 験。 仮 の「 議 案 」
を提案し、提案の趣旨を
演壇で説明する橋本さん。

提 出 さ れ た 仮 の「 議 案 」
に対して、自席より質疑
する橋本君。（質疑とは、
議案の中身を理解するた
めに提出者に聞くこと）

仮の議案に対する質疑が
終了し、討論をする﨑元
さん。（討論とは、議案に
対する自分の意見や賛成
反対の意思を述べること）

仮の議案が採決され、起
立多数で可決された瞬間。
なぜか？全員一致ではあ
りませんでした。

演壇に立ち町長に質問
する子ども議員の松田
さん。

子ども議会終了後、長
崎新聞の記者から取材
を受ける子ども議員た
ち。

議事録が完成し、議
長が魚屋校長先生に
手渡しました。

ご協力いただいた
担任の久米先生



平成 28 年度一般会計予算は 31 億 9400 万円に

　

平
成
28
年
３
月
８
日
か
ら
28
日
ま
で
の
会
期
で
、
本
年
第
一
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

実
質
は
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
の
審
議
で
し
た
が
、
今
回
の
定
例
会
は
、
新

年
度
の
予
算
が
中
心
で
、
土
川
委
員
長
の
も
と
に
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
集
中

的
に
質
疑
し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　地
方
創
生
総
合
戦
略
本
格
始
動

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
平
成

28
年
度
各
会
計
予
算
案
を
は

じ
め
補
正
予
算
案
８
件
、
条

例
改
正
な
ど
全
部
で
49
件
で

す
。

　

予
算
は
、
年
度
に
実
施
す

る
事
務
・
事
業
に
か
か
る
経

費
及
び
そ
れ
ら
の
必
要
な
財

源
を
ど
の
よ
う
に
調
達
す
る

か
を
計
画
す
る
も
の
で
す
。

　

住
民
全
体
の
福
祉
を
考
え

て
い
る
か
、
堅
実
な
予
算
か
、

そ
の
事
業
が
効
果
的
か
等
々

を
広
く
客
観
的
に
判
断
す
る

た
め
、
例
年
ど
お
り
定
例
会

の
会
期
中
に
予
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
３
日
間
に
わ

た
り
集
中
し
て
審
議
し
ま
し

た
。(

関
連
記
事
は
10
頁
）

　

本
年
の
予
算
は
、
こ
ど
も

園
の
保
育
料
の
無
料
化
や
出

生
祝
い
金
を
第
一
子
か
ら
支

給
す
る
な
ど
少
子
化
対
策
な

ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
づ

く
り
に
取
り
組
む
小
値
賀
町

の
地
方
創
生
総
合
戦
略
も
出

来
上
が
り
、
い
よ
い
よ
実
行

す
る
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
今
後
も

進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

見
直
し
、
提
案
し
、
さ
ら
に

実
を
上
げ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

新年度予算を可決
3月定例会

歳入 平成 28 年度当初予算

町税 1 億 5438 万 3000 円

地方譲与税 1960 万 1000 円

利子割交付金 20 万円

配当割交付金 80 万円

株式等譲渡所得割交付金 4 万円

地方消費税交付金 4000 万円

自動車取得税交付金 200 万円

地方特例交付金 5 万円

地方交付税 16 億円

交通安全対策特別交付金 1000 円

使用料及び手数料 4722 万 9000 円

国庫支出金 2 億 8995 万 6000 円

県支出金 2 億 4703 万 5000 円

財産収入 1496 万 9000 円

寄附金 8000 円

繰入金 1 億 9068 万 5000 円

繰越金 4900 万円

諸収入 8076 万 3000 円

町債 4 億 4960 万円

　　　合　　計 31 億 9400 万円

歳出 平成 28 年度当初予算 平成 27 年度との差額

議会費 5219 万 9000 円 732 万 3000 円減

総務費 4 億 1037 万円 1778 万 1000 円増

民生費 5 億 4745 万 8000 円 4987 万 4000 円増

衛生費 2 億 6957 万 5000 円 175 万 3000 円減

農林水産業費 5 億 5357 万 1000 円 1 億 3207 万 8000 円増

商工費 1 億 6053 万 1000 円 7412 万 4000 円増

土木費 2 億 2004 万 5000 円 1807 万 9000 円増

消防費 7325 万 4000 円 1870 万 7000 円減

教育費 5 億 3970 万 1000 円 3 億 5957 万 1000 円増

災害復旧費 8000 円 増減なし

公債費 3 億 4130 万 1000 円 488 万 9000 円増

諸支出金 1828 万 7000 円 111 万 3000 円減

予備費 770 万円 50 万円増

　合　　計 31 億 9400 万円 6 億 2800 万円増

出
生
祝
い
金
を
第
一
子
か
ら
支
給
に

災害復旧費　
         0,03％

総務費  13％

民生費  17％

衛生費    8％

農林水産業費 

　　　 　 17％

商工費　 5％
土木費    7％

教育費  17％

公債費  11％

歳出の款別の割合
議会費　2%

消防費　2％

諸支出金　1％
予備費　0,2％

地方交付税 50％

町税  
 5％

地方譲与税 1％

使用料及び手数料  1％

地方消費税交付金 1％

国庫支出金 
           9％

県支出金  
     8％

繰入金  
   6％

諸収入 3％

町債 14％
繰越金 ２%

歳入の款別の割合

小値賀町議会だより 95 号（６）小値賀町議会だより 95 号（７）

補助金申請が必要です。
詳しくは福祉事務所へ



今年は、このような事業を行います
本年度の主な事業と予算額

農産物の加工処理施

設を整備するもの

商店街及び周辺の街路

灯の改修工事

野崎島における来訪者の受

付対策施設工事

イノシシが侵入することを防ぐた

めのワイヤーメッシュ柵を設置

小値賀町議会だより 95 号（８）小値賀町議会だより 95 号（９）

老朽化により表層部分の砂が

流出しており、改修するもの

老朽化した中型バス車両の更新

　下記の事業以外にも、新規では、西町教員

住宅建設事業に 1 億円、野崎島神官屋敷改修

工事 7645 万 1000 円、こども医療費 156 万円、

放課後児童健全育成事業 350 万円などが予定

安価な魚種や未利用低利用の水産

物を活用した加工品開発の研究

されています。

　主な継続事業としては、漁業用燃油高騰

対策事業 1032 万円、藻場再生事業 377 万

7000 円などを予算化しております。
保育料の支援



【
問
】　

野
崎
島
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
つ
い

て
の
内
容
は
？

【
答
】　

木
造
平
屋
の
10
メ
ー

い
な
い
。
検
討
委
員
会
な
ど

を
開
催
し
広
く
意
見
を
聴
く

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】　

場
所
に
つ
い
て
は
、

内
部
で
改
め
て
検
討
し
て
み

ま
す
。

か
所
検
討
し
ま
し
た
が
、
十

分
な
広
さ
が
無
く
、
中
学
校

跡
地
が
良
い
と
判
断
し
ま
し

た
。　

【
問
】　

大
き
な
事
業
で
あ

り
、
あ
の
土
地
は
今
後
予
定

さ
れ
る
診
療
所
な
ど
も
考
え

ら
れ
、
加
工
場
に
は
も
っ
た

【
問
】　

農
産
物
加
工
場
建
設

に
つ
い
て
の
内
容
は
？

【
答
】　

農
山
漁
村
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
で

実
施
す
る
事
業
で
、
落
花
生

を
中
心
に
し
た
農
産
物
の
加

工
処
理
施
設
に
な
り
ま
す
。

木
造
平
屋
で
加
工
場
、
原
料

の
集
出
荷
作
業
場
、
選
別
作

業
場
を
建
設
し
ま
す
。
干
場

と
し
て
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
建
て
ま
す
。

【
問
】　

加
工
場
の
場
所
は
？

【
答
】　

旧
小
値
賀
中
学
校
跡

地
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
】　

旧
小
値
賀
中
学
校
跡

地
は
、
島
の
中
央
部
に
位
置

し
、
そ
の
利
用
価
値
は
高
い
。

安
易
に
決
め
た
の
で
は
な
い

か
。
選
定
委
員
会
な
ど
、
議

会
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ
て

決
め
た
の
か
。

【
答
】　

執
行
部
の
決
定
で

す
。
他
の
候
補
地
も
２
～
３

【
答
】　

運
休
日
に
周
遊
バ
ス

を
運
行
す
る
等
、
観
光
へ
の

活
用
も
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】　

空
き
家
バ
ン
ク
の
充

実
と
積
極
的
な
定
住
促
進
事

業
の
展
開
と
は
？

【
問
】　

離
島
留
学
制
度
の
調

査
は
３
年
目
だ
が
、
関
連
予

算
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
。

【
答
】　

過
去
２
年
間
の
調
査

研
究
の
成
果
を
基
に
、
住
民

の
意
見
も
踏
ま
え
て
制
度
を

決
め
、
必
要
に
応
じ
て
年
度

内
の
補
正
も
視
野
に
入
れ
ま

す
。

【
問
】　

 
 

３
年
目

と
な
る
結

婚
対
策
セ

ミ
ナ
ー
の

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】　

ま
だ
結
婚
へ
と
い
う

結
果
が
表
れ
な
い
の
は
残
念

で
す
。
当
事
者
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
も
重
要
で
す
。
意

識
改
革
の
た
め
に
は
継
続
も

必
要
か
と
思
い
ま
す
。

【
答
】　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
で
人
の
流
れ
に
よ
る
移
住

促
進
を
考
え
て
い
ま
す
。
空

き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
取
り
組

み
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

加
工
場
の
場
所
な
ど
質
疑
集
中

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

【
問
】　

買
い
換
え
る
中
型
バ

ス
の
活
用
は
？

　
　

反
対
討
論　

な
し

　
　

賛
成
討
論　

一
名

　
　

　

平
成
28
年
度
の
予
算
総

額
は
31
億
９
４
０
０
万
円

と
昨
年
の
当
初
予
算
額

25
億
６
６
０
０
万
円
か
ら

24 

、
５
％
増
加
し
て
い

る
も
の
の
歳
入
の
指
標
で

あ
る
自
主
財
源
は
17 

、

１
％
で
あ
り
、
昨
年
の

14
、
９
％
よ
り
改
善
し
て

い
る
し
、
経
常
収
支
比
率

も
90
％
を
超
え
る
こ
と
も

な
く
、
昨
年
よ
り
大
幅
に

増
額
し
た
こ
と
を
勘
案
し

て
も
極
め
て
健
全
な
予
算

配
分
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
、
こ
の
予
算
案
に

賛
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

宮
﨑
良
保

予算特別委員会、真
し ん し

摯に質疑応答

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、
地
方
創
生

に
向
け
た
総
合
戦
略
や
各
種
計
画
等
に
上

げ
ら
れ
た
事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業

の
発
展
へ
繋
げ
る
施
策
、
子
育
て
支
援
に

対
応
し
た
各
種
の
取
り
組
み
、
野
崎
島
の

観
光
に
向
け
た
取
組
な
ど
の
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
工
場
建
設
に
つ
い
て
は
建
設
場
所
に

つ
い
て
各
議
員
よ
り
意
見
が
続
出
し
、
旧

中
学
校
跡
地
の
今
後
の
利
活
用
も
含
め
、

再
度
、
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
や
イ
ノ
シ
シ
対

策
、
藻
場
対
策
等
も
予
算
化
は
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
十
分
な
効
果
が
発
揮
で
き
る
か

危
惧
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
後
、
十
分

な
検
討
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

効
率
的
に
執
行
し

　

大
き
な
効
果
が
上
が
る
よ
う
期
待

　
本
会
議
に
お
け
る
土
川
委
員
長
の
報
告
抜
粋

　

役
場
職
員
も
退
職
者
が
増

え
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
が
町
民
の
暮
ら
し

に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
、

人
材
の
確
保
と
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

新
年
度
も
さ
ら
な
る
国
の

経
済
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
町
と
し
て

も
柔
軟
で
有
効
な
事
業
の
展

開
が
で
き
る
よ
う
な
態
勢
作

り
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

計
上
さ
れ
た
す
べ
て
の
事

業
の
必
要
性
・
有
効
性
・
費

用
対
効
果
な
ど
の
総
合
的
な

検
討
を
行
い
、
既
存
事
業
の

見
直
し
や
新
規
事
業
の
取
組

な
ど
優
先
順
位
や
達
成
目
標

を
設
け
る
な
ど
、
限
ら
れ
た

財
源
と
マ
ン
パ
ワ
ー
を
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
小
値
賀
町
の
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
た
地
方
創
生
を
見
据
え
て

編
成
さ
れ
た
平
成
28
年
度
予

算
が
、
真
に
住
民
の
暮
ら
し

の
中
で
活
か
さ
れ
る
よ
う
効

率
的
に
執
行
し
、
大
き
な
効

果
が
上
が
る
よ
う
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

小値賀町議会だより 95 号（10）小値賀町議会だより 95 号（11）

ト
ル
四
角
。
情
報
発
信
の
ス

ペ
ー
ス
、
販
売
ス
ペ
ー
ス
、

管
理
人
の
受
付
、
待
合
所
、

ト
イ
レ
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

土川重佳委員長

討
論

北松西高等学校校舎



【
問
】　

診
療
所
建
て
替
え
に

向
け
た
今
後
の
予
定
は
？

【
答
】　

平
成
28
年
度
は
、
建

て
替
え
の
場
所
、
規
模
、
方

【
問
】　

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸

費
の
増
額
の
算
定
根
拠
は
？

【
答
】　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
20
増
床
分
と
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
お
ぢ
か
の
家
が
通
所

介
護
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
の
増
加
分
を
見
積
も
っ
た

も
の
で
す
。

【
問
】　

特
定
健
診
未
受
診
者

医
療
情
報
提
供
事
業
の
内
容

は
？

【
答
】　

医
療
機
関
か
ら
特
定

健
診
の
未
受
診
者
の
医
療
情

報
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
健
診
デ
ー
タ
の
把
握
と

実
施
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る

事
業
で
す
。

 平成 28 年度 特別会計予算

小値賀町議会だより 95 号（12）小値賀町議会だより 95 号（13）

特別会計名 平成 28 年度予算 前年度予算比較 　　　備　考

   国民健康保険事業特別会計 5 億 9820 万円 4880 万円増額 診療所繰出し分が増加

   介護保険事業特別会計 ４億 5900 万円 2900 万円増額 給付費が増加の見込み

   後期高齢者医療事業特別会計 4305 万円 235 万円減額 対象者の減少

   渡船事業特別会計 5920 万円 120 万円増額 航路運賃収入増の傾向

   簡易水道事業特別会計 8070 万円 260 万円増額 活性炭取替工事等予定

   下水道事業特別会計 １億 4880 万円 1990 万円減額 設備の長寿命化計画中

   国民健康保険診療所特別会計 ４億 1400 万円 500 万円減額 建て替えに向けた検討

合　　　　計 18 億 295 万円 5435 万円増額

本年度の特別会計の総額は、18 億 295 万円となっております。国民健康保険事業
特別会計は昨年より 4880 万円の増。財政調整交付金の算定方法の変化により、診
療所への繰出し分の増によるものです。

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

向
性
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的

に
協
議
し
て
い
く
予
定
で

す
。　
　

国
民
健
康
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
診
療
所

条例制定・改正

  小値賀町立小値賀こども園設置条例 

　 （保育料軽減の補助金と併せると、
    ほぼ全員が実質的に無料になります。）

　

子
ど
も
・
子
育
て
対
策
推
進

の
観
点
か
ら
利
用
者
負
担
額
の

一
部
を
見
直
す
も
の
。

　

各
種
の
負
担
額
を
設
定
し
、

保
育
料
に
関
し
て
は
、
同
時
入

園
中
の
年
長
者
の
子
ど
も
の
順

に
第
二
子
は
半
額
、
第
三
子
以

降
は
０
円
と
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
、
個

人
負
担
部
分
も
、
子
育
て
世
帯

保
育
料
軽
減
事
業
費
補
助
金
を

申
請
し
支
給
を
う
け
る
こ
と

で
、
実
質
的
に
保
育
料
が
無
料

に
な
る
よ
う
本
年
か
ら
予
算
措

置
を
講
じ
る
。

小値賀こども園の卒園式にて

小値賀町放課後児童健全育成事業の設備

及び運営に関する基準を定める条例

　子ども・子育て関連３法の成立及び児童福祉法の改
正により、条例を制定するもの。
　保護者が労働等により昼間家庭にいない場合など
に、設備を有し、子どもを受け入れ、運営する事業者
に対して基準を定めるもの。

　子どもを安心して出産してもらうため
に、補助金の補助率を上げるもの。出産
にかかる費用の３分の２から４分の３に
増額するもの。　

小値賀町安心出産支援補助金

支給条例

　　　　小値賀町出生祝金支給条例

　第３子以降の子どもの出生に関し支給していた祝金を、
第一子からに拡充するもの。第一子は 10 万円、第二子は
20 万円を出産時に支給する。

子育て支援のための政策です

　　関連の条例を整備しました

 子育て支援の充実を図るため、現在
支給されている乳幼児までの福祉医療
費を中学生まで拡充するもの。

小値賀町福祉医療費の支給に

関する条例



特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
養
寿
園
の
増
築
工
事
に

２
億
６
０
０
０
万
円
の
補
助

平成 27 年度 一般会計補正予算（第４号）

歳入歳出それぞれ３億 8480 万円を追加し、
　　　予算総額を 32 億 2480 万円に

（主な歳入補正）
地方交付税　 ２億 1390 万円　増額
町　　債     　1 億 7320 万円　増額

（主な歳出補正）
総務費　　　　     ２億 20 万円   増額
民生費　　　　２億 5849 万円　増額
衛生費　　　　　    3305 万円　減額
農林水産業費　　    1798 万円　減額
商工費　　　　          924 万円　減額
土木費  　　　　        958 万円　減額

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
養
寿
園
の
増
築
工
事

小値賀町議会だより 95 号（14）

平成 27 年度 特別会計補正予算

　　　　　　特　別　会　計　名 今回の補正額　 補正後の額　

  国民健康保険事業特別会計（第 2 号） 6809 万円　増額 ６億 2132 万円
   介護保険事業特別会計 （第２号） 4020 万円　減額 ４億 1915 万円
    後期高齢者医療事業特別会計（第１号） 79 万円    減額 4460 万円
    簡易水道事業特別会計　（第２号） ０円 8340 万円
   下水道事業特別会計（第３号） 400 万円　 減額  １億 6769 万円
    渡船事業特別会計  （第３号） 50 万円   増額  １億 7299 万円
   国民健康保険診療所特別会計（第２号） 1552 万円   減額 ４億   417 万円

条例関連・その他

そ
の
他

小値賀町空家等対策の推進に関する条例

　空家等対策の推進に関する特別措置法が制定されたことを
受けて、本町独自で制定していた「空き家等の適正管理に関
する条例」を廃止し、法律にあわせて新たに制定するもの。

小値賀町文化的景観
保護推進条例

　

文
化
的
景
観
を
保
護
す
る
た

め
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

文
化
的
構
成
要
素
の
復
旧
修
理

な
ど
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
。

　

保
護
に
関
す
る
重
要
事
項
の

審
査
の
た
め
に
文
化
的
景
観
保

護
推
進
審
議
会
を
設
置
す
る
。

　

国
の
文
化
財
関
係
補
助
要
綱

の
一
部
改
正
に
伴
い
新
た
に
制

定
。　

小値賀町中小企業振興基本条例

　小規模企業の振興を推進する「小規模企業振興基本法」
が、平成 26 年に制定された。同法第 7 条に「地方公共
団体の責務」が規定され、支援のため国や地方公共団体
等との連携及び協力をしていく町としての基本理念を定
めるもの。

　

そ
の
他
の
条
例
は
、
教
育

長
の
報
酬
見
直
し
や
職
員
の

人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
く
給

与
等
の
改
正
、
国
の
法
律
に

基
づ
き
行
う
文
言
の
改
正
な

ど
で
す
。

　

小
値
賀
町
が
所
有
す
る
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

建
造
中
の
「
は
ま
ゆ
う
」

の
乗
降
タ
ラ
ッ
プ
な
ど
の
追

加
工
事
分
の
工
事
請
負
金
額

の
増
額
に
関
す
る
工
事
請
負

契
約
の
変
更
を
可
決
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
建
造
費
総
額
は

１
億
１
１
６
７
万
９
０
２
０

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
が
策
定
さ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

  人工透析患者の通院に要する費用の補助金の
補助率を上げるもの。費用の３分の２の補助率
から４分の３へ。

小値賀町人工透析患者通院費補助金

支給条例

旧小田家の石垣塀
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いっぱんしつもん

関
係
者
と
協
議
し
必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
す

【
問
】　

松
屋
治
郎
議
員

　

養
寿
園
前
の
殺
風
景
で
冷

た
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堤
防

に
、
お
年
寄
り
の
心
の
安
ら

ぎ
に
な
る
壁
画
が
あ
る
。

　

昭
和
63
年
頃
に
「
の
び
の

び
少
年
デ
ー
」
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
一
環
と
し
て
小
学
生
と

高
齢
者
熟
年
大
学
と
の
交
流

を
行
い
、
あ
の
華
や
か
な
壁

画
が
完
成
し
た
。

　

当
時
養
寿
園
に
入
所
し
て

い
た
お
年
寄
り
の
方
々
は
目

頭
を
押
さ
え
な
が
ら
そ
の
絵

を
眺
め
て
い
た
そ
う
だ
。

　

壁
画
に
込
め
ら
れ
た
子
ど

も
と
お
年
寄
り
の
優
し
さ
と

思
い
や
り
、
ま
た
、
関
係
者

の
支
援
、
協
力
、
絆
を
い
つ

ま
で
も
大
切
に
心
に
残
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
壁
画
の
復

元
、
ま
た
、
絵
を
描
き
足
す

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

【
答
】　

西　

浩
三
町
長

　

当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
気

持
ち
を
考
え
る
と
何
と
か
復

元
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
壁
画
は
学
校
の
野
外

授
業
の
一
環
と
し
て
描
か
れ

た
経
緯
が
あ
り
、
教
育
委
員

会
、
学
校
と
も
よ
く
相
談
し

て
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
絵
を
描
い

て
い
た
だ
き
、
養
寿
園
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
住
民
に

も
愛
さ
れ
る
海
中
公
園
と
し

て
修
復
す
る
の
は
可
能
と
感

じ
て
い
ま
す
。

【
答
】
吉
元
勝
信
教
育
長

　

壁
画
に
は
子
ど
も
た
ち
の

優
し
さ
、
お
年
寄
り
に
対
す

る
思
い
や
り
な
ど
が
表
現
さ

れ
て
い
て
、
そ
う
い
う
気
持

ち
は
大
事
に
し
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
数
も
26
年
前
と

比
べ
て
少
な
く
、
ま
た
、
小

中
高
一
貫
教
育
の
中
で
時
間

限
定
さ
れ
て
お
り
、
実
際
小

学
生
だ
け
で
対
応
す
る
の
は

厳
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
浦　

英
明
議
員　
　

　

あ
わ
び
館
の
管
理
運
営
を

担
い
手
公
社
に
し
た
理
由
と

今
後
の
展
開
を
伺
う
。

　【
答
】
西　

浩
三
町
長

　

地
元
農
水
産
物
の
産
地
直

送
施
設
と
い
う
、
あ
わ
び
館

の
機
能
を
最
大
限
活
用
す
る

た
め
に
、
平
成
27
年
度
か
ら

あ
わ
び
館
の
管
理
運
営
を
担

い
手
公
社
に
移
管
し
、
物
産

振
興
の
一
元
化
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

落
花
生
等
の
今
後
の
展
望

で
す
け
ど
、
新
た
に
シ
ョ
ウ

ガ
と
か
油
製
品
、
醤
油
製
品

等
の
商
品
開
発
を
予
定
し
て

い
る
よ
う
で
す
の
で
今
度

も
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
浦　

議
員

　

担
い
手
公
社
の
補
助
金
の

算
出
の
根
拠
と
使
途
に
つ
い

て
伺
う
。

【
答
】
西　

町
長

　

公
社
の
農
業
研
修
事
業
に

か
か
る
費
用
か
ら
収
入
を
差

し
引
い
た
金
額
を
補
助
金
と

し
て
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、

落
花
生
種
苗
費
と
か
販
売
促

進
の
た
め
の
旅
費
、
そ
れ
か

ら
原
材
料
費
等
に
充
て
ら
れ

て
お
り
、
公
社
運
営
費
助
成

に
つ
い
て
は
、
人
件
費
や
事

務
所
の
維
持
管
理
費
用
に
充

て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
浦　

議
員

　

農
産
物
を
製
品
化
す
る
ま

で
の
施
設
と
し
て
農
産
物
加

工
場
を
計
画
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
建
設
場
所
、
完
成
時

期
に
つ
い
て
伺
う
。

　【
答
】
西　

町
長

　

旧
中
学
校
跡
地
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

完
成
後
は
担
い
手
公
社
に

管
理
運
営
を
委
託
す
る
計
画

に
し
て
お
り
29
年
の
3
月
ま

で
に
は
完
成
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
】
浦　

議
員　

　

本
町
の
農
業
経
営
に
つ
い

て
、
今
後
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
利
活
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
ま

た
牛

ぎ
ゅ
う
お
ん
け
い

温
恵
の
補
助
等
は
考
え

て
い
な
い
の
か
伺
う
。

【
答
】
西　

町
長

　

牛
市
場
が
平
戸
の
田
平
に

統
合
さ
れ
る
場
合
に
は
、
田

平
の
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
す
る
必
要
性
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
研
究
す
る
必

要
が
出
て
く
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

牛
温
恵
で
す
が
、
計
画
的

な
分
娩
と
か
発
情
時
期
を
把

握
で
き
る
の
が
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
り
、
牛
舎
内
で

運
用
し
た
実
績
も
あ
り
、
有

効
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
和
牛
部
会
等
か
ら

の
要
望
が
あ
れ
ば
導
入
の
支

援
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　 　

し
か
し
、
社
会
教
育
の
一

環
と
し
て
大
人
も
一
緒
に

な
っ
て
対
応
が
で
き
な
い
か
、

今
後
、
前
向
き
に
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

3 月定例会においては 4 人の議員が登壇し、町長、教

育長に対して、産業、福祉、教育問題に対する政治姿

勢を質
ただ

しました。

担
い
手
公
社
の
経
営
は

思
い
出
の
壁
画
の
修
復
を

物
産
振
興
の
一
元
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
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養寿園前の防波堤の壁画

養寿園前の防波堤に描かれた壁画
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いっぱんしつもん
【
問
】
横
山
弘
蔵
議
員

　

新
教
育
長
と
し
て
の
抱
負

を
伺
う
。

【
答
】
吉
元
勝
信
教
育
長

　

教
育
委
員
長
と
教
育
長
が

一
本
化
さ
れ
た
新
し
い
教
育

委
員
会
制
度
の
下
、
教
育
の

政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
及

び
安
定
性
を
基
本
と
し
、
県

や
町
と
の
連
携
を
強
化
し
な

が
ら
小
中
高
一
貫
教
育
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
健
全
な
児
童

生
徒
を
小
値
賀
で
育
て
る
と

い
う
大
き
な
権
限
と
責
任
を

持
つ
こ
と
に
な
り
、
日
々
研

鑽
と
努
力
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

【
問
】
横
山
議
員

　

教
育
委
員
会
制
度
の
枠
組

み
を
少
し
は
ず
れ
た
も
っ
と

個
性
的
な
教
育
と
い
う
も
の

も
必
要
で
は
な
い
か
。
都
会

で
は
真
似
で
き
な
い
野
性
味

の
あ
る
「
お
ぢ
か
っ
子
」
を

育
て
る
等
の
自
由
な
発
想
を

し
て
は
い
か
が
か
。

【
答
】
吉
元
教
育
長

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

思
い
や
り
、
優
し
さ
等
の
小

値
賀
の
良
い
と
こ
ろ
は
継
承

し
て
ほ
し
い
し
、
当
然
、
こ

れ
を
授
業
の
中
に
盛
り
込
ん

で
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
狭
い
島
ゆ
え
に

人
と
の
関
係
が
密
に
な
り
す

ぎ
、
い
ざ
都
会
に
出
た
時
に

不
安
が
大
き
い
と
い
っ
た
面

も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

も
授
業
に
盛
り
込
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
行
政
は
幅
広
く
、

日
々
の
業
務
を
こ
な
す
の
が

精
い
っ
ぱ
い
と
い
う
現
実
も

あ
り
ま
す
が
、
勉
強
し
な
が

ら
少
し
ず
つ
自
分
の
形
で
進

め
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
問
】
横
山
議
員

　

新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
総

合
教
育
会
議
」
で 

「
教
育
振

興
基
本
計
画
」
や
「
教
育
大

綱
」
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ

た
か
。

　

ま
た
教
育
委
員
会
だ
け
で

は
対
応
困
難
な
こ
と
も
あ
る
。

町
長
も
積
極
的
に
関
わ
り
、

町
民
の
声
を
聴
く
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
吉
元
教
育
長

　

11
月
の
第
一
回
総
合
教
育

会
議
で
町
と
し
て
の
教
育
の

方
向
性
を
示
し
、
各
教
育
委

員
か
ら
の
意
見
も
出
さ
れ
、

有
意
義
な
会
議
で
し
た
。

　

町
長
と
も
連
絡
を
密
に
し
、

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
参
画

も
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
問
】
横
山
議
員

 

高
校
の
存
続
と
離
島
留
学

制
度
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

を
伺
う
。

【
答
】
吉
元
教
育
長

　

高
校
が
な
く
な
る
と
経
済

的
に
も
精
神
的
に
も
親
の
負

担
は
大
き
く
、
ま
た
、
こ
れ

か
ら
の
小
値
賀
を
担
う
若
者

が
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
は

大
き
な
問
題
で
す
。

　

平
成
32
年
度
ま
で
の
存
続

は
見
込
ま
れ
安
心
し
て
い
ま

す
が
そ
の
後
の
こ
と
は
わ
か

ら
ず
、
早
い
対
応
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

離
島
留
学
制
度
は
、
町
と

し
て
の
受
け
入
れ
体
制
や
基

盤
作
り
、
町
民
の
理
解
、
そ

し
て
何
よ
り
小
値
賀
の
特
長

や
魅
力
、
小
値
賀
ら
し
さ
を

い
か
に
し
て
発
信
し
、
来
て

い
た
だ
く
か
が
、
と
て
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
末
永
一
朗
議
員

　

 

本
町
は
高
齢
化
率
45
．

１
％
、
独
居
老
人
は
３
３
０

名
余
り
で
あ
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
独
居

ベ
ル
な
ど
の
施
策
を
し
て
い

る
が
、
残
念
な
こ
と
に
先
日

も
一
人
の
方
が
亡
く
な
り
、

亡
く
な
っ
て
２
日
目
に
発
見

さ
れ
て
い
る
。

　

だ
れ
に
も
看
取
ら
れ
ず
一

人
こ
の
世
を
去
る
の
は
悲
し

い
こ
と
で
あ
る
。

　

民
生
委
員
の
活
動
は
も
ち

ろ
ん
、
福
祉
関
係
の
方
、
地

域
の
方
達
の
協
力
も
得
な
が

ら
孤
独
死
を
防
ぐ
施
策
を
で

き
な
い
の
か
、
ま
た
、
民
生

委
員
の
定
数
を
増
や
す
こ
と

は
可
能
か
伺
う
。

【
答
】
西　

浩
三
町
長

　

高
齢
者
が
直
面
し
て
い
る

の
が
社
会
か
ら
の
孤
立
や
孤

独
死
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
対

策
と
し
て
独
居
ベ
ル
設
置
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
18
名
の
方
が
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

２
８
０
世
帯
の
内
、
18
名

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
の
で

原
因
を
早
急
に
調
査
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
実
施
し
て
い
る
こ

と
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
時
に
配

達
員
に
よ
る
安
否
確
認
、
民

生
委
員
の
方
々
に
よ
る
訪
問

な
ど
地
道
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
夜
間
・
休
日
な
ど

に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
を

考
え
、
24
時
間
対
応
の
態
勢

づ
く
り
が
急
務
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て
は
に
本
町
に

そ
の
事
業
が
合
う
の
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
ま
す
。
と
に

か
く
近
隣
住
民
や
町
内
会
な

ど
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
、
郵
便
局

な
ど
の
事
業
者
に
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
な
ど
、
福
祉

事
務
所
で
も
い
ろ
い
ろ
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

民
生
委
員
の
定
数
を
増
や

す
こ
と
で
す
が
、
厚
生
省
か

ら
の
定
数
配
置
基
準
が
あ
り
、

小
値
賀
町
は
14
名
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
不
足
・
不
備
を

解
消
す
る
に
は
「
よ
ろ
ず
相

談
所
」
み
た
い
な
部
署
を
設

け
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

孤
独
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
対
策
を

情
報
提
供
に
よ
り
普
及
に
努
め
ま
す

教
育
行
政
の
あ
り
よ
う
を
問
う
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す



小値賀町の諸課題に取り組んでいます
　

野
崎
島
の
自
然
保
護
や
交

通
ア
ク
セ
ス
ほ
か
、
世
界
遺

産
登
録
の
件
も
あ
っ
て
観
光

客
が
大
幅
に
増
え
る
中
、
観

光
客
の
マ
ナ
ー
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

島
の
管
理
条
例
や
自
然
保

護
条
例
の
設
置
の
必
要
性
が

協
議
の
主
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
各
委
員
の

問
題
の
共
有
化
の
た
め
、
先

進
地
視
察
の
実
施
を
し
ま
し

た
。

　

研
修
先
は
、
法
定
外
目
的

税
「
環
境
協
力
税
」
を
設
置

し
た
沖
縄
県
島
尻
郡
伊い

ぜ

な
是
名

村そ
ん

を
選
定
。

　

同
じ
く
地
域
の
文
化
な
ど

を
有
効
に
観
光
に
活
か
す
た

め
海
岸
線
の
日
常
の
管
理
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
海
岸
管
理
条
例
」
を
設
置

し
た
沖
縄
県
国
頭
郡
恩
納
村

を
選
定
し
ま
し
た
。

　

実
施
日
は
2
月
1
日
か
ら

の
2
泊
3
日
間
。

　

伊
是
名
村
で
は
、
法
定
外

目
的
税
の
必
要
性
や
経
緯
と

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

　

当
時
ハ
ブ
の
い
な
い
島
と

し
て
多
く
の
キ
ャ
ン
プ
客
が

増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
食

材
等
を
沖
縄
本
島
か
ら
持
ち

込
む
な
ど
、
島
内
で
の
消
費

額
が
上
が
ら
ず
、
観
光
施
設

総務文教厚生常任委員会報告

の
維
持
や
環
境
美
化

の
た
め
に
使
う
財
源

の
確
保
を
目
的
と

し
、
県
や
国
と
協
議

し
島
の
内
外
に
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施

し
て
総
務
省
と
事
前

協
議
し
、
入
域
す
る

観
光
客
だ
け
の
課

税
は
税
の
公
平
を

欠
く
と
の
指
摘
を

受
け
、
村
人
も
含

め
た
「
環
境
協
力

税
」
と
し
て
改
正
し
、

賛
否
両
論
あ
っ
た
村

民
の
意
見
も
金
額
を

１
０
０
円
と
す
る
こ
と
で
理

解
を
受
け
た
と
の
こ
と
。

　

恩お
ん
な
そ
ん

納
村
で
は
、
沖
縄
の
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
増
加
に
伴

い
、
村
民
と
の
問
題
が
発
生

し
た
事
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
開
発

の
制
約
を
な
す
た
め
の
「
環

境
保
全
条
例
」
を
設
置
し
て

お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
将

来
、
島
外
資
本
に
よ
る
開
発

の
制
約
を
予
測
し
た
場
合
の

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
周
辺
の
文
化
等
を

観
光
に
活
か
す
た
め
、
日
常

的
な
海
岸
線
の
管
理
を
定
め

た
「
海
岸
管
理
条
例
」
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
野
崎
島
を

含
む
大
小
17
の
島
々
を
持
つ

本
町
の
環
境
維
持
に
お
い
て
、

必
要
な
条
例
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
登
録
が
延
期
に

な
っ
た
と
は
言
え
、
増
加
す

る
観
光
客
の
あ
り
方
な
ど
を

各
法
律
の
関
連
性
も
含
め
て
、

本
町
の
観
光
の
方
策
と
自
然

環
境
保
全
の
問
題
を
両
立
し
、

町
の
発
展
の
た
め
貢
献
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

振
興
策
や
活
性
化
策
に
繋
が
る
活
動
を

　

平
成
27
年
５
月
か
ら
の
新

し
い
メ
ン
バ
ー
６
名
で
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

○
所
管
の
公
共
施
設
16
施
設

　

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

焼
却
炉
の
延
命
を
図
る
た

　

め
に
生
ゴ
ミ
を
ゼ
ロ
に
近

　

づ
け
る
取
り
組
み
の
必
要

　

性
を
協
議
し
ま
し
た
。

○
放
置
船
な
ど
の
増
加
に
伴

　

う
漁
港
管
理
状
況
と
今
後

　

の
対
策
に
つ
い
て
協
議
。

　

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
藻

　

場
再
生
に
お
い
て
、
昨
年

　

ま
で
設
置
し
て
い
た
特
別

　

委
員
会
を
解
散
し
、
本
委

　

員
会
に
移
行
し
た
た
め
、

　

産
業
振
興
課
に
も
出
席
を

　

求
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

　

と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　

協
議
し
ま
し
た
。

○
産
業
の
振
興
の
た
め
、
付

　

加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
に

　

よ
り
収
入
増
を
図
る
た
め

　

に
６
次
産
業
化
を
促
進
す

　

る
こ
と
や
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

　

イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
海
洋
レ

　

ジ
ャ
ー
へ
の
取
組
の
必
要

　

性
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

　

の
協
議
の
場
を
設
け
、
理

　

解
を
得
る
努
力
を
す
る
こ

　

と
で
意
見
の
共
有
を
図
り

　

ま
し
た
。

○
去
る
２
月
14
日
か
ら
２
泊

　

３
日
間
、
田
平
・
松
浦
・

　

佐
世
保
地
区
の
水
産
・
畜

　

産
・
商
業
関
係
先
を
視
察
。

　

加
工
関
係
に
お
い
て
は
新

　

し
い
タ
イ
プ
の
施
設
に
よ

　

り
安
心
・
安
全
を
売
り
に

　

販
路
の
拡
大
を
目
指
し
て

　

い
る
こ
と
、
畜
産
関
係
で

　

は
、
畜
産
事
業
の
今
後
の

　

問
題
点
を
洗
出
し
て
、　

　

省
力
化
、
合
理
化
に
取
組

　

む
農
家
を
訪
問
し
話
し
を

　

伺
い
ま
し
た
。

○
今
後
の
農
家
数
の
減
少
を

　

な
ん
と
か
食
止
め
、
活
力

　

あ
る
農
業
経
営
の
参
考
と

　

な
り
ま
し
た
。

○
商
業
施
設
で
は
、
田
平
町

　

の
瀬
戸
市
場
を
訪
問
。

　

売
場
・
魚
の
処
理
場
・
食

　

堂
・
宅
配
所
・
観
光
案
内

　

所
・
公
衆
ト
イ
レ
・
展
望

　

所
や
駐
車
場
を
完
備
す
る

　

な
ど
の
運
営
の
仕
方
を
研

　

究
し
ま
し
た
。

　

平
戸
製
品
に
こ
だ
わ
っ
て

の
販
売
、
ま
た
、
魚
は
目
の

前
で
下
処
理
し
て
い
る
こ
と

や
各
部
会
が
集
客
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る

な
ど
、
そ
の
活
気
も
含
め
て
、

今
後
の
本
町
の
観
光
の
あ
り

方
を
考
え
る
貴
重
な
材
料
と

な
り
ま
し
た
。　

　

今
後
は
、
視
察
研
修
で
学

ん
で
き
た
事
を
参
考
と
し
て

本
町
産
業
の
活
性
化
の
あ
り

方
を
協
議
し
て
、
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

産業建設常任委員会報告

労働の省力化を目指している畜産農家を視察

島の活性化に取り組む伊是名村役場前にて

新船の村営のフェリー伊是名丸

観
光
振
興
と
自
然
の
保
護
と
の

　
　
　
　

両
立
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か

末永一朗委員長

小値賀町議会だより 95 号（20）小値賀町議会だより 95 号（21）

平戸市瀬戸市場

松屋治郎委員長



国境離島新法制定に向けて
　　　　陳情活動

「おぢか議会だより」が 表彰されました

第 30 回町村議会広報全国コンクール
　　　　　　【奨 励 賞】

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
平
成
27
年

度
、
第
30
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
、
上
位
入
賞
町
村
議
会

を
選
奨
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
第
30
回
と
い
う
節
目
の
開
催
と

な
り
、
議
会
広
報
編
集
委
員
等
の
意
欲
を

高
め
、
議
会
広
報
紙
編
集
団
体
並
び
に
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
団
体
の
拡
大
に
資
す

る
た
め
の
記
念
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
、
表
彰

枠
を
拡
大
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
６
２
町
村
議
会
か
ら
の
応
募
が
あ
る

中
、
最
優
秀
賞
の
山
形
県
川
西
町
議
会
を

含
む
入
選
10
紙
の
ほ
か
表
紙
写
真
賞
4
紙
、

奨
励
賞
12
紙
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
値
賀
町
議
会
は
初
め
て
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
し
て
、
全
国
12
紙
が
受
賞
し
た
奨

励
賞
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
編
集
し
て
き

た
こ
と
が
全
国
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
今
後
の
編
集
に
大
き
な
励
み
な
り
ま

す
。

　

我
々
議
員
の
み
な
ら
ず
、
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
度
は
「
優
秀
賞
」
を
目
指
し
て
、
町

民
に
わ
か
り
や
す
い
紙
面
作
り
に
尚
一
層

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

今
後
と
も　

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
お
知
ら
せ

○
次
の
定
例
会
は
、
６
月
で

す
。
議
会
傍
聴
に
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　
○
町
民
が
わ
か
り
や
す
い
紙

面
作
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん

が
紙
面
へ
登
場
す
る
機
会
を

設
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ご
意
見
や
面
白
い
話
、
写

真
等
を
お
持
ち
の
方
は
是
非

議
会
事
務
局
へ
お
寄
せ
下
さ

い
。

○
「
議
会
だ
よ
り
」
は
各
方

面
へ
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

「
ち
い
き
本
棚
」
で
検
索
ま

た
は
、
小
値
賀
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
議
会
独
自
で
日
頃
の
活
動

を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
っ

て
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク　

小
値

賀
町
議
会
」
で
検
索
し
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

小値賀町議会だより 95 号（22）小値賀町議会だより 95 号（23）

　

２
月
24
日
に
山
場
に
差
し

掛
か
っ
た
国
境
離
島
新
法
法

案
の
国
会
提
出
に
向
け
た
陳

情
活
動
を
首
相
官
邸
及
び
関

係
国
会
議
員
に
対
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

谷
川
代
議
士
を
筆
頭
に
全

国
の
国
境
離
島
を
有
す
る
北

海
道
か
ら
九
州
の
全
国
離
島

振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
、

関
係
市
町
村
長
な
ど
、
総
勢

43
名
が
集
ま
り
、
本
町
か
ら

は
西
町
長
、
立
石
議
長
及
び

伊
藤
期
成
会
長
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

菅
内
閣
官
房
長
官
、
高
木

民
主
党
国
対
委
員
長
な
ど
を

は
じ
め
、
与
野
党
含
め
て
20

名
以
上
の
国
会
議
員
の
方
々

に
早
期
制
定
に
つ
い
て
要
望

し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
谷
川
代

議
士
よ
り
、「
議
員
提
案
と

し
て
提
出
す
る
た
め
、
今
国

会
中
の
制
定
を
目
指
し
て
与

野
党
の
協
議
も
進
め
て
い

る
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
期

待
が
膨
ら
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　長崎県の国境離島を有する自治体は、住民が

安心安全に生活できる地域としてだけではな

く、領域や排他的経済水域等の保全をはじめ、

海洋資源の利用、多様な文化の継承、自然環境

の保全など重要な国家的役割を担っています。

　特に、日本の外堀を守っている多くの有人国

境離島地域においては、地域住民と共に離島振

興策を進めていますが、国境監視や海洋資源の

管理、航路航空路確保対策、観光基盤の確立、

人口定住対策など地元自治体だけで解決できな

い困難な課題も山積しています。

　そのような中、国境離島活性化推進特別委員

会は、他の市、町の離島を抱える自治体と共に

国境離島が、我が国において重要な役割を担っ

ていることの特殊性及び重要性を鑑
かんが

み、さらに

「離島振興法」附則第６条の規定を踏まえ早期

に国境離島新法を制定してもらうように活動を

続けています。

　

谷
川
代
議
士
の
余
談
に
よ

る
と
報
道
関
係
が
な
か
な
か

こ
の
法
案
に
し
っ
か
り
飛
び

つ
い
て
き
て
い
な
い
な
ど
、

今
の
離
島
が
置
か
れ
て
い
る

現
状
が
大
変
厳
し
い
と
こ
ろ

に
あ
る
と
も
話
し
、
な
か
な

か
離
島
の
抱
え
る
問
題
が
理

解
さ
れ
て
い
な
い
と
憂
慮
し

て
い
た
こ
と
を
付
け
加
え
て

報
告
と
し
ま
す
。

議員派遣報告
国境離島活性化推進特別委員会

委員長　横山弘蔵



本
年
も
４
月
20
日
過
ぎ
に
出
前
議
会
を
実
施
し
ま
す

【
開
催
の
趣
旨
】

　

議
会
が
町
民
に
信
頼
さ
れ

民
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
し
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
図
る
に
は
議
会
と
町
民

と
の
連
携
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進

に
よ
り
、
自
己
決
定
と
自
己

責
任
が
拡
大
す
る
な
か
で
、

ま
ち
づ
く
り
政
策
決
定
過
程

へ
の
町
民
参
加
が
極
め
て
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
値
賀
町
議
会
で
は
、
議

る
発
展
に
資
す
る
趣
旨
で
開

催
し
ま
す
。

　

28
年
度
の
予
算
も
決
ま

り
、
本
年
の
町
と
し
て
の
事

業
内
容
も
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
３
月
定
例
会
の
報
告
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
方
の
ご
意
見

や
ご
要
望
な
ど
も
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
意
見
交
換
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

会
の
監
視
機
能
や
政
策
提
言

活
動
な
ど
議
会
活
動
（
委
員

会
活
動
を
含
む
）
の
状
況
を

地
域
に
出
向
い
て
町
民
の
み

な
さ
ん
に
直
接
報
告
・
説
明

し
、
町
政
に
関
す
る
情
報
の

提
供
に
努
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
議
会
活
動
に
対

す
る
批
判
や
意
見
、
町
政
に

対
す
る
提
言
な
ど
を
直
接
聴

取
す
る
機
会
と
し
、
本
町
議

会
の
機
能
を
高
め
、
活
力
あ

　

小
値
賀
町
議
会
は
、「
能
動
的
に
行
動
す
る
議
会
」、「
町
民
と
共
に
歩
む
議
会
」、「
政
策
を
提
案
す
る

議
会
」
を
目
指
し
て
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
毎
年
４
月
下
旬
に
出
前
議
会
（
議
会
報
告
会
）
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
４

月
20
日
過
ぎ
に
17
地
区
で
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
地
区
の
会
長
さ
ん
と
日
程

を
調
整
す
る
予
定
で
す
。

　

日
程
が
決
ま
り
次
第
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

共
に
よ
り
よ
い
町
を
築
く
た
め
、

　
　
　

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
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議
員
に
な
る
前
は

議
会
だ
よ
り
に
目
を

通
す
こ
と
は
あ
ま

り(

ほ
と
ん
ど
?)

な
か
っ
た
の
で
す
が
、

議
員
に
な
り
、
運
良

く(

悪
く
? )

広
報

委
員
に
な
っ
て
編 

集
に
携

わ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ

の
労
力
と
苦
労
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
に
も
皆
様
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
紙
面
作
り
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
堅
苦
し
い

内
容
や
難
し
い
言
葉
、
あ

ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
よ
う

な
数
字
が
出
て
き
ま
す
が
、

で
も
実
は
皆
様
の
生
活
に

直
接
か
か
わ
る
大
事
な
こ

と
。
特
に
今
回
の
定
例
会
は

平
成
28
年
度
の
予
算
案
の

審
議
が
中
心
で
し
た
。　

　

な
る
べ
く
早
く
、
わ
か

り
や
す
く
、
正
確
に
お
伝

え
で
き
る
よ
う
、
日
々
精

進
、
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

                　
　

今
田
光
弘

    

昨年の出前議会の様子


